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検査計画の内容 

 

１ 基本的な方針 

（１）検査地点 

    水質基準が適用される給水栓水（蛇口の水）に加え、原水（浄水場入口の水）も検査   

  対象とします。 

（２）検査項目 

   検査項目は、水道法で義務づけられた水質基準項目とします。 

（３）検査頻度 

水道法に基づく色及び濁り並びに消毒の残留効果に関する検査については、給水栓 

   で毎日行います。水質基準項目の検査は、水道法等に基づき過去の検査結果を充分 

   考慮し、水道水の安全性の確保を最優先に考え、浄水場系統別に項目に応じて決定し

ます。 

 

２ 水道事業の概要 

浄水場の名称 瀬田浄水場 関ヶ浜浄水場 山の手ポンプ場 大谷浄水場 

水源 
小瀬川工業用 

水道より分水 
表流水 

岩国市水道局 

より分水 
表流水 

計画給水人口 3,770人 

一日最大給水量 1,233㎥ 

浄水処理方法 
緩速ろ過後 

塩素滅菌 

急速・緩速ろ過後 

塩素滅菌 
塩素滅菌 

緩速ろ過後 

塩素滅菌 
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 ３ 原水及び水道水の水質状況 

 水源の水質は良好な状態です。 浄水場及び浄水施設では、原水の汚染要因を踏まえ

て適正な浄水処理を徹底して行っています。 

  水道水は、水質基準を全て満たしており、安全で良質な水です。 

 

  

４ 検査項目及び頻度 

（１）毎日検査 

    色及び濁り並びに消毒の残留効果（遊離残留塩素）の検査は、水道法に基づき 

  １日１回以上の検査を行います。 

 

（２）水質基準項目（表－１） 

   給水栓では水道法で検査が義務つけられている検査を行います。給水栓における 

検査は検査結果から水道法に基づき検査回数を設定します。 

浄水場の入り口でも月一回の検査を行います。浄水場入口では消毒副生成物（12 

項目）および味を除いた項目を検査します。 

  

（３）他の検査（表－２） 

   クリプトスポリジウム等（クリプトスポリジウム、ジアルジア）、指標菌（大腸菌、嫌気性

芽胞菌）、PFOS・PFOA（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）の検査は委託で

行い、検査頻度は適切な回数を設定しております。 
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５ 検査地点 

（１） 水質基準に適合した水道水が供給されているか確認するために毎月検査地点（図

－１）を設定し定期的に検査を実施します。 

（２） 水源の水質によって浄水能力処理に差が発生するため、定期的なパトロールと情

報収集に努めます。 

（図－１） 
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６ 臨時の水質検査 

  水道水が水質基準に適合しないおそれがある次のような場合には、臨時の水質検査を

行います。 

   （１）水源の水質が著しく悪化したとき 

   （２）水源及び、浄水施設に異常があったとき 

   （３）水源付近、給水区域及びその周辺において消化器系感染症が流行しているとき 

   （４）水道水の臭気及び味に著しい変化が生じたとき 

   （５）その他特に必要があると認められたとき 

 

 

７ 水質検査の方法 

 水質検査は厚生労働大臣登録の水道水水質検査機関に委託し、水道法で定める検査

方法で行います。 

 

 

８ 水質検査計画及び結果の公表 

 水質検査計画及び結果については、ホームページ等で公表します。なお、水質検査計画

については検査の結果をもとに必要があれば検査計画を見直していきます。 

 

 

９ 水質異常時の対応について 

原水及び水道水の水質事故が発生した場合には、臨時の水質検査を実施し、県や保

健所などの関係機関と情報交換すると共に現地調査を行い、連携して迅速かつ適切な対

応をとります。 

 

 


